
 

議会報告会実施報告書（第１部） 

日  時 令和３年１１月２１日（日） １０時００分～１１時４０分 

開催方法 オンライン開催 代表者 桜井 直人 

出席議員 桜井 直人、佐賀 和樹、杉原 栄子、山内 幹郎、永井 譲、石井 世悟 

役割分担 

報告者 石井 世悟 

司会 桜井 直人 挨拶 議長 佐賀 和樹 

受付 － 受付 － 

参加人数     ２１  名 

経過記録 

開 会 （１０時００分） 

 説  明 （１０時０１分～１０時１５分） 

 意見交換 （１０時１５分～１１時２０分） 

 講  評  （１１時２０分～１１時３０分） 

閉 会 （１１時３５分） 

意見交換の概要 

(主な意見･質問

等及び答弁) 

第一部では『環境』をテーマにグループに分かれて意見交換を行った。グル

ープはブレイクアウトルームを利用し、情報の共有としてホワイトボード機能

を利用した。全３ラウンドをとおして課題を抽出し、その解決について話し合

い、それを踏まえた新たな取り組みを出し合った。 

 

第１ラウンド（テーマについて探求） 

・海洋ごみやプラスチックごみについて課題があげられた。 

・ビーチのごみや川のゴミなどごみ全体の課題があげられた。 

・地球温暖化や SDGｓの取り組みの必要性があげられた。 

第２ラウンド（アイデアを結合してさらに探求） 

・観光とごみ拾いなどを一緒にできないか。 

・環境への取り組みに参加したらポイントなどの目に見える形（シールなど）

で成果や達成感がわかると良いのではないか 

第３ラウンド（新しい気づきや発見を結合） 

・ごみがなく日本一綺麗な海のため、観光客と地元の方との繋がりを生むしく

みができないか 

・飲料ではごみにならないため液体だけを売るなど、エコバックなど消費者が

ごみをださない取り組みが良いのではないか。 

・イベント性の高い事業で楽しくごみ拾いが良いのではないか。 

・発信する仕組みなど、SNSなど参加する仕組みが必要。 

その他(今後の

課題･感想等) 

中学生や高校生の貴重な意見を多くいただけたので、継続していけたら良い

と思う。 

 

広報広聴委員会委員長 様 

 令和３年１２月１６日 

 上記のとおり開催しましたので報告します。 

 

 石井 世悟          



 

議会報告会実施報告書（第２部） 

日  時 令和３年１１月２１日（日）１３時３０分～１５時 

開催方法 オンライン開催 代表者 谷津 英美 

出席議員 谷津 英美、大矢 徹、竹村 雅夫、北橋 節男、吉田 淳基、平川 和美 

役割分担 
報告者 平川 和美 

司会 谷津 英美 挨拶 副議長 大矢 徹 

参加人数 ２６名 

経過記録 

開 会 （１３時３０分） 

 説  明 （１３時４０分～１３時４５分） 

 意見交換 （１３時４５分～１４時４５分） 

 講  評  （１４時４５分～１４時５０分） 

閉 会 （１５時００分） 

意見交換の概要 

(主な意見･質問

等及び答弁) 

第１ラウンド（藤沢市の公園に対する問題、課題について） 

＊公園でボール遊びができない 

＊小さい子どもが遊べる遊具が少ない、古くなってきている 

第２ラウンド（望ましい公園、あるべき姿の公園とは） 

 ＊多世代の人が楽しめる公園 

 ＊面白い遊具がある公園（例・長い滑り台、コーヒーカップ） 

 ＊ボールが使える公園 

第３ラウンド（あるべき姿にするために、具体的に何をするべきか、誰がすべ

きか） 

 ＊ボール遊びができるように高い柵やネットを設置する。ただし公園の中が

見えない柵だと犯罪が起こる危険もある。見やすいものにする 

 ＊遊びに行く代わりに自分たちでもたまに掃除をする。 

 ＊公園内で自然と安全性をきちんと区分けができると良い。市民にもアピー

ルする。 

第４ラウンド（まとめ） 

 ＊ボール遊びに特化した公園 

 ＊大人から子供、障がい者等、様々な人が利用できる公園 

 ＊自然を大切にした公園、天然芝を使った公園などあると良い 

その他(今後の

課題･感想等) 

どのラウンドでもボールが使用できる公園を。との意見が多くあった。ボール

はダメというのではなく、使える方法を考えていく事も必要なのでは。今後の

報告会の開催方法も、通常開催に加えて役所まで来られない方に対して一部オ

ンライン参加も検討してはどうか。 

 

広報広聴委員会委員長 様 

 令和３年１２月１６日 

 上記のとおり開催しましたので報告します。 

                           平川 和美            


